
142,979

事業収入（レストラン） 21,000 22,000 0 0

事業収入（売店、軽食等） 135,158 143,018 151,784 144,816

予
算

決
算

管理運営経費

施設の稼動状況

指
標

施設利用者数(人) 152,342 148,298 155,312

162,235

3,240

活動結果
・指定管理期間収入を順調に伸ばしてきたが、台風被害や天候不順による利用者が1万人以上減少したため3年ぶりの赤字収支と
なった。

D
O

156,295

-3,466 2,005 4,116 -5,208

平成29年度
（指定期間2年目）

166,375 171,002

令和2年度
（指定期間5年目）

118,500 136,500

事業収入（レストラン）

事業収入（売店、軽食等）

その他収入

2,504 4,252 4,202

151,900

代表取締役　手塚　公彦

山梨県甲州市大和町日影1112番地

平成28年(2016年)4月　～　令和3年(2021年)3月

143,100 158,800

平成28年度
（指定期間1年目）

平成30年度
（指定期間3年目）

令和元年度
（指定期間4年目）

0

2,160

平成29年度
（指定期間2年目）

平成30年度
（指定期間3年目）

令和元年度
（指定期間4年目）

149,638 165,750

156,911

21,462 22,525 411

2,600

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

作成日 令和2年6月30日

所管課
担当名

観光商工課　観光企画・宣伝担当 課長名 志村　裕喜 作成者名 坂本　豊

事業概要

サービス提供の内容

管理施設の
概要

施設所在地

設置目的 地域産業の振興と市民の福祉の向上を図るために、広く一般の休憩のための施設として、道の駅を設置する。

利用者

指
定
管
理
業
務

自
主
事
業

（1）道の駅甲斐大和外１施設のそれぞれの設置及び管理条例に定める設置目的達成の実施に関する業務
（2）道の駅甲斐大和外１施設の施設等の維持管理及び修繕に関する業務
（3）道の駅甲斐大和外１施設の利用の受付及び案内に関する業務
（4）道の駅甲斐大和外１施設の利用の許可に関する業務
（5）道の駅甲斐大和外１施設の利用の促進に関する業務
（6）その他の日常業務

（1）そば切り発祥の郷づくり事業
（2）うらじろ（オヤマボクチ）を使った特産品開発
（3）観光イベント出店

株式会社　エープレイス

代表者

所在地

指定期間

令和元年度　指定管理施設検証結果報告書

施設名 道の駅 甲斐大和

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ

4,548 6,131 4,111

評価の説明

（１）事業の運営 4
・協定書通り適正に管理運営されている。
・食堂を外部委託としているが、地域産品の蕎麦の店であり、うらじろ饅頭の継続やキャラクターの設定
等を行っている。

（２）施設の維持管理 3
・日常点検、法定点検等着実に行っている。
・職員の朝礼の実施、定期的なミーティング、他の道の駅の視察などの職員研修も実施している。
・施設の修繕も協議のうえ、計画的に実施している。

管理運営コスト推移
（千円）

指定管理料

2,916 2,700

総合評価の説明（施設所管課による一次評価）

評価観点

（３）収入支出 4 ・売店の売上の好調とレストランの外部委託による経費削減を行っており、赤字にはなっているが必要経
費の削減もできており、しっかりとした収支管理ができている。

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

二次評価（公共施設活用等検討委員会での総括意見）

・仕様書及び協定書のとおり適切に管理運営されている。
・地域資源を活用した自主事業を積極的に展開するとともに、市のイベントや地域振興に資する取り組みにも積極的に参画している。
・台風被害に伴う国道20号線の通行止め及びコロナの影響があり、利用客が大幅に落ち込んでしまったが、それ以外は概ね順調であり、地域産業の振興と住民福
祉の向上に大きく貢献している。

指定管理者

山梨県甲州市大和町初鹿野2248番地

開館日
時間等

　9：00～18：00　※夏季売店のみ営業
（毎週水曜日・年末年始・臨時休館を除く）

収支

3,240

名称

17名
施設管理

体制
市民、市民以外

その他収入

管理運営経費

指定管理料

3,049

令和2年度
（指定期間5年目）

2,916 2,700 2,160

平成28年度
（指定期間1年目）

評価
（5 4 3 2 0）

高 → 低

評価結果に対する今後の対応

当面の
課題

課題解決
への対応

・日常点検、法定点検等を着実に行い早期に対応する事により修繕費用を抑えるよう努める。また、観光商工課と協議し更新及び修繕を行う。
・そこまで行く価値の創出についても協力、指導を強化していく。

・施設も県内で2番目に古い道の駅となるほど、老朽化が進んでいる。施設及び設備の更新と修繕が増えることが予想される。
・国道20号の通行量に大きく左右される施設であり、台風等の災害の影響を直に受ける。

優良　良好　妥当　要改善　不適 良好 ・特産品の開発や宣伝等努力しており、赤字となったことを考慮しても適正な運用ができている。

（４）総合評価


